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平
成
二
十
九
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心

　

こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　

習
慣
に

　

第
七
〇
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
七
月
二

二
日（
土
）午
後
一
時
か
ら
秋
田
市
文
化
会

館
に
お
い
て
、
秋
田
県
総
務
部
危
機
管
理

監
鎌
田
雅
人
様
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
迎

え
、
県
内
各
地
域
か
ら
消
防
職
・
団
員
約

五
二
〇
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤

会
長
、
開
催
地
秋
田
市
長
（
鎌
田
潔
副
市

長
）の
挨
拶
の
後
、ご
来
賓
を
代
表
し
て
鎌

田
危
機
管
理
監
、竹
下
県
議
会
副
議
長
、金

田
法
務
大
臣
、
冨
樫
総
務
大
臣
政
務
官
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
九
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表

彰
で
は
、
二
名
と
三
事
業
所
が
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
、
永
年
協
会
役
員
と
し
て
在

職
さ
れ
た
、
草
彅
忠
誠
氏
と
近
野
宗
一
氏

に
秋
田
県
消
防
協
会
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
三
回
消
防
団
員
意
見
発
表

会
で
は
、
各
支
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
女
性

団
員
二
名
を
含
む
九
名
の
方
々
が
、
こ
れ

か
ら
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
提
言
等
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
潟
県
糸
魚
川
市
消
防
団
長

斉
藤
直
文
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
は
、
斎
藤
正
俊
秋
田
市
消
防

団
副
団
長
が
、
次
回
開
催
支
部
挨
拶
は
平

良
木
保
横
手
市
支
部
長
（
横
手
市
増
田
消

防
団
長
）が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、大
会
は
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第70回    秋田県消防大秋田県消防大会第70回    秋田県消防大秋田県消防大会第70回  秋田県消防大会

秋
田
県
消
防
協
会

　

会
長　

中
田　
　

潤

　

本
日
は
荒
天
の
中
、
秋
田
県
危
機
管
理

監
鎌
田
雅
人
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

に
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
昼
夜
を

問
わ
ず
、
消
防
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
は
「
東
日
本
大
震
災
」
や
「
熊
本

地
震
」
そ
し
て
、
集
中
豪
雨
な
ど
自
然
災

害
の
脅
威
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
中

で
、
県
民
の
消
防
防
災
に
対
す
る
関
心
・

期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
消
防
人
は
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
と
い
う
強
い
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、

一
層
高
い
士
気
の
下
に
訓
練
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
、
よ
り
強
靱
な
組
織
を
作
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
や
危
機
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
も
微
力
な
が
ら
、
法
人
の
目
的

で
あ
る
消
防
思
想
の
普
及
、
消
防
知
識
技

能
の
向
上
、
更
に
は
消
防
活
動
の
強
化
に

向
け
て
、
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

★開会のことば…海野副会長
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本
日
は
、
金
田
法
務
大
臣
を
は
じ
め
、

多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
誠
に
光

栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
優
良
事
業
所
の
皆

様
に
は
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
消
防
団
活
性
化
へ

の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
溺
れ
て
い
る
男
児
を

救
助
し
た
ご
両
名
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

そ
の
勇
気
あ
る
行
動
に
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
に
新
し
い
法
律
が
制
定
さ

れ
て
以
来
、
消
防
団
に
は
地
域
に
お
け
る

消
防
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め

に
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
県
、
本
市
に
限
ら
ず
、
全
国
的
に
消

防
団
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
団
員
確
保

と
併
せ
、
消
防
団
活
動
の
活
性
化
の
た
め

の
様
々
な
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
中
、
本

年
九
月
三
〇
日
に
は
本
市
に
お
い
て
、
全

国
女
性
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
が
、
女
性
団
員
の
活
躍
に

繋
が
り
、
更
に
は
消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
消
防
団
員
の
加
入
促
進
に
大
い
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
し
て
お
り
、
本
大
会

の
成
功
に
向
け
て
、
皆
様
の
更
な
る
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
市
副
市
長

 

鎌
田　
　

潔

　

本
日
は
第
七
〇
回
秋
田
県
消
防
大
会
が

関
係
の
皆
様
多
数
ご
出
席
の
下
、
こ
の
よ

う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
我
が
国
で
は
大
規
模
災
害
が
毎

年
の
よ
う
に
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
に
地
元
消
防
団
員
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
皆
様
は
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
県
民
は
、
そ
の

活
動
に
ふ
れ
る
度
に
皆
様
が
地
域
防
災
力

の
要
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
地
域
に
密
着
し
、

即
時
の
対
応
力
に
長
け
た
皆
様
は
、
安

全
・
安
心
を
切
望
す
る
県
民
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

日
の
大
会
を
契
機
に
、
更
に
団
結
を
強
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
県
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、
な
お
一
層

の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
消

防
防
災
体
制
の
更
な
る
充
実
強
化
に
向
け

て
、
懸
命
な
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

秋
田
県
議
会
副
議
長

 

竹
下　

博
英

　

本
日
の
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
出
席
の
皆
様
が
、
平
素
、
地
域

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
献
身
的
に
消

防
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
は
、
七
月
一
六
日
か
ら

の
大
雨
に
よ
っ
て
、
土
砂
崩
れ
や
住
宅
の

浸
水
、
農
業
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
急
な
天
候
の
変
化
や
台
風
の

影
響
に
よ
っ
て
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
、
土

砂
災
害
等
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
は
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
、
住
民
の
避

難
な
ど
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
団
の
皆
様
に
は
、
地
域
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
、
災
害

か
ら
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
、
皆
様
方
の

活
動
は
誠
に
心
強
く
、
寄
せ
ら
れ
る
期
待

も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
一
層
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
す
こ
と

を
切
に
望
み
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
が
実
り
多
い
も
の
と

な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

祝　

辞（
要
旨
）

秋
田
県
総
務
部

危
機
管
理
監

 

鎌
田　

雅
人

　

消
防
団
員
あ
る
い
は
消
防
関
係
者
の
皆

様
は
、
崇
高
な
精
神
を
も
っ
て
、
そ
し
て

強
い
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
活
動
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
持
て
る
力
を
極
限
ま
で
発
揮
し
て
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
が

秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
秋
田
の
消
防
は

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
い
う
思
い
が
全
国

に
伝
わ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

に
は
消
防
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

総
務
省
消
防
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

消
防
団
員
の
加
入
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
住
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
の
た
め
、
な
お
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
が
住
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
、

消
防
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
、
一
層

ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
秋
田
県
消
防
協
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

法
務
大
臣

 

金
田　

勝
年

総
務
大
臣
政
務
官

 

冨
樫　

博
之

開
催
地
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

（
要
旨
）
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　この意見発表会は、消防団員が日ごろの消防団
活動で感じた事柄や経験した事例などの発表を通
じ、消防活動のあるべき姿や消防人としての役割
を再認識し、これからの活動をより充実したもの
にすることを目的に平成17年度から実施している
ものです。
　今回も、各支部から選出された９名の団員が意
見を発表しました。
　なお、発表された意見は、「消防秋田」9月号
から順次紹介します。

第 13 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 13 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会消 防 団 員 意 見 発 表会

第 13 回
消 防 団 員 意 見 発 表 会

■消防（水防）活動協力者表彰
　平成29年３月19日、秋田市内の太平川で溺れて
いる男児を救出した。
　石井　政人（秋田市）
　田口　信康（秋田市）

■優良事業所表彰
　優良事業所表彰は平成9年度から実施され、受賞
事業所は今年度の3事業所を加え143事業所となり
ました。
　表彰された事業所は相当数の消防団員が在職
し、地域の消防活動に積極的に取り組んでいるな
ど、多年にわたって地域の消防団活動に貢献して
きたことが評価されたものです。
　受賞されました事業所には、今後ますますの消
防団活動へのご協力をお願いいたします。

受賞事業所の概要
■明治安田生命保険相互会社　秋田支社鹿角営業所
　　　　　鹿角市花輪字上花輪150
　　　　　所長　葛巻　伸郎
　　　　　生命保険業
　　　　　事業所人員35名中消防団員３名

■株式会社　秋田クボタ
　　　　　秋田市寺内字上神屋敷295‒38
　　　　　代表取締役社長　白石　光弘
　　　　　農業機械、農業関連商品等の販売など
　　　　　事業所人員60名中消防団員８名

■矢島小林工業株式会社
　　　　　由利本荘市矢島町城内字沖小田429
　　　　　代表取締役　今野　智彦
　　　　　電子部品の加工・組み立てなど
　　　　　事業所人員350名中消防団員29名

平成平成29年度年度
消 防 功 労 者 知 事 表消 防 功 労 者 知 事 表 彰

平成平成29年度年度
消 防 功 労 者 知 事 表消 防 功 労 者 知 事 表 彰

発表者とテーマ

小　川　洋　平　　秋田市消防団　班長
　　「減少する消防団員を維持するために」

佐　藤　めぐみ　由利本荘市消防団　団員
　　「駆け出し女性消防団員としての試行錯誤」

西　宮　三　春　　仙北市消防団　班長
　　「私は消防団員です」

新　山　　　武　　横手市十文字消防団　団員
　　「消防団活動から学んだこと」

簗　瀬　保　和　　湯沢市消防団　分団長
　　「36年を振り返って」

阿　部　真　樹　　鹿角市消防団　団員
　　「消防活動と地域コミュニティ」

武　石　孝　夫　　上小阿仁村消防団　団員
　　「団員減少による消防団活動の有り方について」

山　谷　賢　雄　　能代市消防団　団員
　　「私にとっての消防団」

戸　塚　　　徹      井川町消防団　班長
　　「小さな町の消防団」

（発表順）

平成29年度
消 防 功 労 者 知 事 表 彰
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秋
田
市
支
部　
　
　
　

 

秋
田
市
消
防
団　
　
　

副
団
長　
　
　
　
　

斎
藤　

正
俊 

大　

会　

宣　

言
（
全
文
）

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
郷
土
愛
護
と
義
勇

の
消
防
精
神
を
持
ち
、
統
率
の
と
れ
た
組

織
、
存
在
と
し
て
、
郷
土
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
備
え
て

お
り
ま
す
。

　

時
代
や
社
会
が
移
り
か
わ
り
、
人
々
の

価
値
観
が
変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
も
私

た
ち
の
存
在
は
不
変
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

防
災
の
原
点
は
地
域
に
あ
り
ま
す
。消

防
団
が
地
域
の
中
心
と
な
り
、
市
民
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
防
災
力
の

充
実
強
化
に
資
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の

使
命
で
あ
り
、「
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災

力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

代
替
性
の
な
い
存
在
」で
あ
る
所
以
で
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
以
降
も
、
大
規
模
な
自

然
災
害
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
と
財
産
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
有
す
る
、
地
域
密
着
力
、
大

き
な
動
員
力
、
即
時
対
応
能
力
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
こ
れ
か
ら
の
災
害
に
立
ち
向
か

い
ま
す
。
本
日
、
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆

様
と
手
を
携
え
、
団
結
し
、
防
災
体
制
の

充
実
を
図
り
、
地
域
総
合
防
災
力
の
強
化

に
向
け
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し

ま
す
。　
　
　

平
成
二
九
年
七
月
二
二
日

前
年
度
決
議
事
項
の
処
理
報
告

前
年
度
決
議
事
項
の
処
理
報
告

　

平
成
二
九
年
度
東
北
地
区
消
防
連
絡
協

議
会
は
、
七
月
一
三
日
（
木
）「
ホ
テ
ル
青

森
」（
青
森
県
青
森
市
）を
会
場
に
、東
北
地

区
七
県（
新
潟
県
を
含
む
）の
消
防
協
会
か

ら
会
長
、副
会
長
、事
務
局
員
ら
五
二
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。秋
田
県
消

防
協
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
は
じ
め
七
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
知
事（
代
理
）と
青
森
市
長（
代

理
）の
祝
辞
に
続
き
、前
年
度
決
議
事
項
に

つ
い
て
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
会
長
が
処

理
報
告
を
し
た
後
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
な
ど

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、秋
田
県
提
出
の「
消

防
団
員
の
確
保
と
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

（
県
税
の
特
例
条
例
の
設
置
）」、新
潟
県
提

出
の
「
消
防
団
の
装
備
充
実
に
向
け
た
支

援
の
強
化
に
つ
い
て
」、更
に
は
協
議
事
項

と
し
て
宮
城
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
消
防

団
応
援
の
店
」に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
関
係

機
関
に
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
協
議
会
は
来
年
度
新
潟
県
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
終
了
後
、「
自
衛
隊（
第
九
師
団
）

の
概
要
と
災
害
派
遣
活
動
内
容
」
と
題
し

て
、
陸
上
自
衛
隊
青
森
駐
屯
地
第
九
師
団

司
令
部
第
三
部
防
衛
班 
塩
塚
健
二
航
空

運
用
幹
部
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

消
防
団
員
の
確
保
・
活
動
の

　
　
　

充
実
と
団
装
備
充
実
支
援
を
決
議

〔
秋
田
県
消
防
協
会
報
告
〕

　

平
成
二
八
年
九
月
二
八
日
、
総
務
省
消

防
庁
に
対
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
二
九
年
五
月
三
〇
日

「
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
検
討
い
た
し
ま

す
。」と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
秋
田
県
消
防
協
会
報
告
〕

　

平
成
二
八
年
九
月
二
九
日
、
公
益
財
団

法
人
日
本
消
防
協
会
に
対
し
て
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
二
九
年
二
月
一
七
日

次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
水
防
活
動
を
含
め
て
消
防
団
に
は
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
対
処
し
て
住
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め

懸
命
の
活
動
を

し
て
頂
い
て
い

ま
す
が
、活
動

の
一
層
の
充
実

の
た
め
に
は
消

防
団
員
の
確
保

装
備
等
の
改
善

を
図
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

退
職
報
償
金
支
給
基
準
の
勤
務
年
数
の

　
　
　
　

三
五
年
以
上
の
新
設
に
つ
い
て

消
防
団
の
水
防
活
動
に
係
る
消
防
関
係

　
　
　
　
　
　
　

予
算
の
確
保
に
つ
い
て
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そ
の
た
め
、日
本
消
防
協
会
で
は
、消
防

庁
に
必
要
な
事
項
を
要
請
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
が
、今
後
も
引
き
続
き
、消
防
団
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
き
き
な
が
ら
、
消
防

庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
も
連
携

し
、
団
員
確
保
な
ど
活
動
環
境
の
改
善
に

で
き
る
限
り
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。」

　　

平
成
二
七
年
一
二
月
に
「
消
防
団
を
中

核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
の
在

り
方
」の
中
で
、県
税
の
特
例
条
例
の
設
置

に
関
し
て
、
消
防
審
議
会
か
ら
国
に
対
し

て
最
終
答
申
が
な
さ
れ
、「
国
に
お
い
て

は
、
当
該
措
置
を
更
に
全
国
に
普
及
さ
せ

る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
に
係
る
財
源 

措

置
等
の
支
援
策
の
検
討
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。」と
さ
れ
て
い
る
。

 　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、ブ
ロ
ッ
ク
内

で
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
上
で
、国
に
対
し

て
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、併
せ
て
、各

県
に
対
し
て
も
実
現
に
向
け
て
働
き
か
け

を
す
る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

■
主
な
各
県
の
意
見
等

　
【
岩
手
県
】

　

「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
に
対
す
る
法

人
事
業
税
の
減
免
制
度
等
の
税
制
優
遇
措

置
は
、
被
用
者
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

消
防
団
員
の
確
保
に
有
効
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
の
導
入
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

国
、
県
に
対
し
て
県
税
の
特
例
条
例
の
設

置
に
関
し
て
東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

と
し
て
働
き
か
け
す
る
こ
と
に
賛
同
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
八
年
一
二
月
二
二
日
に
発
生
し

た
「
糸
魚
川
市
駅
北
大
火
」
を
教
訓
と

し
、
地
域
の
特
性
や
気
象
状
況
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
国
内
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う

な
大
規
模
火
災
に
繋
が
る
可
能
性
は
皆
無

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

国
で
は
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」
を

改
正
し
、
消
防
団
の
装
備
の
充
実
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
木
造
建

築
物
が
密
集
す
る
地
域
や
商
店
街
な
ど
を

抱
え
る
自
治
体

も
国
内
に
は
数

多
く
存
在
す
る 

こ
と
か
ら
、
地 

域
防
災
力
の
更

な
る
向
上
の
た

め
、
消
防
団
の

設
備
及
び
装
備 

品
等
の
充
実
に

対
す
る
支
援
の

強
化
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
と
提
案
す
る
も
の
で
す
。

■
主
な
各
県
の
意
見
等

　

【
福
島
県
】

　

消
防
団
の
基
本
的
な
装
備
に
つ
い
て

は
、
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
」
が
大
幅

改
正
さ
れ
、
日
本
消
防
協
会
で
も
改
善
努

力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
糸
魚

川
市
の
大
火
の
ほ
か
、
豪
雪
地
内
の
雪

害
、
河
川
・
土
砂
災
害
な
ど
、
地
域
の
特

性
に
沿
っ
た
装
備
も
必
要
と
考
え
ま
す
の

で
、
新
潟
県
消
防
協
会
の
要
望
趣
旨
に
賛

同
し
ま
す
。

　　

今
後
さ
ら
に
登
録
店
舗
数
を
増
や
し
て

い
く
た
め
、
全
国
展
開
し
て
い
る
大
型
店

舗
に
「
消
防
団
応
援
の
店
」
に
加
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
全
国
の
消
防
団
員
が
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
地
域

に
お
い
て
も
団

員
確
保
や
消
防

団
へ
の
理
解
が

得
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
。

二　

消
防
団
の
装
備
充
実
に
向
け

　
　

た
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

《
新
潟
県
》

消
防
団
応
援
の
店
に
つ
い
て

                　
　
　

《
宮
城
県
》

一　

消
防
団
員
の
確
保
と
活
動
の

　

充
実
に
つ
い
て
（
県
税
の
特
例

　

条
例
の
設
置
）　

《
秋
田
県
》

要
望
事
項

協
議
事
項
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第 71 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

あ
き
た
病
院
で
の

　
 

研
修
を
終
え
て

　

第
七
一
期
初
任
教
育
入
校
生
は
二
班
に

分
か
れ
、
六
月
二
六
日
と
二
七
日
の
二
日

間
、
由
利
本
荘
市
岩
城
の「
あ
き
た
病
院
」

で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

今
日
は
あ
き
た
病
院
に
お
世
話
に
な

り
、
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学
ば

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。お
邪
魔
し
た
患
者

さ
ん
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
Ａ
Ｓ
Ｌ
の

難
病
に
苦
し
む
患
者
さ
ん
ば
か
り
で
、
私

が
思
っ
て
い
た
も
の
と
違
う
も
の
で
し

た
。会
っ
て
話
を
し
て
も
う
ま
く
会
話
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
看
護
師
の
方
々
が

話
す
と
言
葉
は
発
せ
ま
せ
ん
が
、
笑
顔
に

な
り
、
顔
で
表
現
す
る
と
い
っ
た
動
作
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
感
じ
た
の
は
も
っ
と
低
く
身
を
構

え
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
生
活
の
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
く
り
で
す
の

で
、そ
こ
で
、も
っ
と
自
分
自
身
低
く
身
を

構
え
、
は
っ
き
り
と
し
た
発
音
で
か
つ
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
応
え
て
あ
げ
る
よ
う

努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
実
習
を
通
し
て
、
対
応
と
い
う

も
の
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
病

院
だ
け
で
は
な
く
、
在
宅
治
療
を
し
て
い

る
患
者
さ
ん
も
い
る
た
め
、
現
場
に
出
場

し
た
際
に
は
、冷
静
に
対
応
し
、少
し
で
も

現
場
で
役
立
て
る
よ
う
、
知
識
・
技
能
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　

病
院
で
の
研
修
で
私
が
思
っ
た
こ
と

は
、
我
々
消
防
士
が
救
急
の
現
場
で
傷
病

者
の
方
々
に
対
応
す
る
の
と
、医
師
、看
護

師
の
方
々
が
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
時
の

接
遇
と
い
う
の
は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え

て
、思
い
や
り
を
持
っ
て
、仕
事
を
し
て
い

く
と
い
う
の
が
同
じ
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。あ
き
た
病
院
の
理
念
で
あ
る「
心
の
こ

も
っ
た
癒
し
の
医
療
」。こ
の
「
心
の
こ
も

っ
た
」と
い
う
部
分
は
、我
々
消
防
士
に
も

通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。救

急
の
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
現
場
な

ど
で
も
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
、
そ
の
家

族
へ
の
対
応
な
ど
は
、
相
手
の
こ
と
を
思

い
や
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と

今
回
の
研
修
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
患
者
さ

ん
の
病
棟
で
の
実
習
で
し
た
が
、
患
者
さ

ん
は
全
身
の
筋
肉
が
衰
え
て
い
る
だ
け

で
、
食
事
だ
っ
た
り
、
趣
味
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
の
よ
う
な
健
常
者
と
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。む
し
ろ
、パ
ソ
コ
ン
や
手
芸
を
し

て
い
る
と
き
は
、私
よ
り
も
上
手
で
、驚
き

ま
し
た
。私
は
、今
回
の
研
修
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
と
ろ
う
と
思
い

臨
ん
だ
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
私
の
話
に
耳

を
傾
け
て
下
さ
り
、
逆
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
普
段
経
験
で
き
な
い

こ
と
が
沢
山
あ
り
、
と
て
も
良
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
経
験
を
生
か
し
、思
い

や
り
の
あ
る
、
心
の
こ
も
っ
た
活
動
を
心

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
き
た
病
院
は
主
に
神
経
・
筋
疾
患
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
重
症
心
身
障
害
及

び
結
核
な
ど
に
対
す
る
医
療
を
提
供
し
て

い
る
。東
北
地
方
の
国
立
病
院
機
構
で
、筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
病
棟
を
有
す
る
病
院
は

三
つ
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
研

修
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。

　

私
は
、筋
ジ
ス
病
棟
で
研
修
を
し
、患
者

さ
ん
が
日
々
ど
う
過
ご
し
て
い
る
の
か
、

看
護
を
す
る
上
で
何
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
等
を
学
ん
で
き
た
。筋
ジ

ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は
筋
力
が
し
だ
い
に
低

下
し
て
い
く
病
気
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰

し
も
が
発
症
し
て
し
ま
う
。患
者
さ
ん
の

中
に
は
自
分
と
同
じ
年
の
方
も
い
た
。し

か
し
、ゲ
ー
ム
や
パ
ソ
コ
ン
、プ
ラ
モ
デ
ル

作
り
な
ど
自
分
の
趣
味
を
楽
し
み
生
活
し

て
お
り
、
病
気
を
乗
り
越
え
楽
し
く
生
活

し
て
い
る
姿
に
、
と
て
も
勇
気
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
は
、私
た
ち
消
防
は
、事
故
・
火
災

か
ら
人
命
を
救
助
し
、
ま
た
楽
し
い
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
為
日
々
努
力
し
、
ど
ん

な
困
難
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
勇
気
だ
。今
回
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
に
生
か

し
、
ど
な
た
に
も
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
を

目
指
し
た
い
。

                

　

二
日
間
の
あ
き
た
病
院
で
の
研
修
を
通

し
て
、
身
近
に
難
病
を
抱
え
て
い
る
人
が

い
て
、
毎
日
病
気
と
闘
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
た
良
い
機
会
で
し
た
。

　

最
初
は
、
難
病
の
方
々
に
ど
の
よ
う
に

接
す
れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
患
者
の
方
が
気
軽
に
話
し
か
け
て
く

れ
て
、
自
分
と
し
て
も
や
り
や
す
か
っ
た

し
、し
っ
か
り
介
護
が
で
き
た
と
思
う
。介

食
は
、
患
者
の
方
々
の
気
持
ち
を
考
え
て

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
相
手
の
気

持
ち
を
理
解
す
る
と
い
う
面
で
、
成
長
で

き
た
と
思
う
。自
分
で
動
け
な
い
人
た
ち
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鹿
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消
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本
部
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を
起
こ
し
た
り
寝
か
せ
た
り
す
る
の
は
と

て
も
大
変
な
こ
と
で
、
介
護
の
重
要
さ
を

改
め
て
実
感
で
き
た
。介
護
す
る
こ
と
も

人
を
助
け
る
こ
と
な
の
で
、
消
防
の
仕
事

と
内
容
は
違
っ
て
も
目
的
は
一
緒
な
の

で
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
意
識
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
。消

防
の
職
業
で
の
救
急
と
似
た
よ
う
な
こ
と

も
す
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
学
べ
た
の
で

良
か
っ
た
。

　

こ
の
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
職

に
生
き
て
く
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
時
間

を
設
け
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極

的
に
参
加
し
た
い
。

　

私
の
班
は
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
患
者

さ
ん
が
い
る
南
三
病
棟
へ
行
っ
た
。体
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
か
っ
た
り
、
言
葉
が

思
う
よ
う
に
出
な
い
患
者
さ
ん
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
の
か
不
安
な
と
こ
ろ
は
あ
っ

た
。し
か
し
、い
っ
て
み
る
と
自
分
の
力
で

車
椅
子
を
動
か
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
動
画
を
見
て
い
た
り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
た
り
と
自
分
た
ち
の
好
き
な

こ
と
が
で
き
て
い
た
。看
護
師
さ
ん
た
ち

は
、そ
の
行
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
て
、

患
者
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
友
人
の

よ
う
な
関
係
で
話
し
て
い
た
。近
い
距
離

で
話
す
こ
と
で
患
者
さ
ん
も
安
心
す
る
の

だ
と
思
っ
た
。車
椅
子
に
も
、人
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
形
の
も
の
が
あ
り
、
車
椅
子
だ

け
で
は
な
く
身
の
回
り
の
も
の
一
つ
一
つ

に
自
分
の
形
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
患
者
さ
ん
の
よ
う
に
重
度
の
障

害
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
た
ち
と
変
わ

ら
な
い
生
活
を
送
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。確
か
に
自
分
た
ち
と
比
べ
て
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
あ
る
と
思
う
が
、「
病
気
だ

か
ら
」
と
い
う
偏
見
を
持
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
障
害
を
持
っ
た
人
を
助

け
る
場
面
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

　

今
回
の
病
院
研
修
を
通
し
て
二
つ
の
こ

と
を
学
ん
だ
。

　

一
つ
目
は
、
相
手
を
知
る
・
理
解
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。実
習
中
に
非
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
相
手
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
と
話
さ
れ
て
い
た
。研

修
で
は
相
手
の
動
作
や
表
情
か
ら
意
図
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、伝
え
方
や

質
問
の
仕
方
を
変
え
る
だ
け
で
も
相
手
に

よ
り
伝
わ
り
や
す
く
な
る
と
感
じ
た
。救

急
の
現
場
な
ど
に
お
い
て
も
傷
病
者
の
表

情
や
細
か
い
所
作
か
ら
傷
病
者
の
状
態
を

理
解
す
る
こ
と
が
質
の
高
い
救
急
活
動
に

通
ず
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
活

動
し
て
い
き
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
相
手
に
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
だ
。こ
れ
ま
で
、私
自
身
病
気
の
患
者

さ
ん
と
あ
ま
り
接
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。食
事
の
介
助
を
し
た
際
に
は
、食
べ
る

ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
り
、
一
口
の

量
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
な
ど
苦
戦
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
。ま
た
、会
話
の
ペ
ー
ス
な

ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
自
分
の
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
。相
手
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、相
手
を

尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
と
学
ん

だ
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

六
月
二
六
日
と
二
七
日
の
二
日
間
、
あ

き
た
病
院
で
実
習
を
行
っ
た
。私
は
一
日

目
の
実
習
で
、
南
第
三
病
棟
の
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
患
者
の
人
た
ち
が
い
る
病
棟

を
担
当
し
た
。

　

患
者
の
人
た
ち
の
部
屋
は
個
々
で
模
様

替
え
さ
れ
て
お
り
、
生
活
用
品
も
充
実
し

て
い
た
。重
度
障
害
の
患
者
は
病
棟
で
生

涯
を
過
ご
す
た
め
、
病
室
が「
部
屋
」と
な

る
そ
う
だ
。

　

車
椅
子
の
移
動
で
は
、
レ
バ
ー
が
精
密

で
僅
か
な
力
で
も
反
応
す
る
。ナ
ー
ス
コ

ー
ル
の
形
状
も
一
人
一
人
タ
イ
プ
が
違
っ

て
い
て
興
味
深
か
っ
た
。

　

病
棟
施
設
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
や

作
業
室
と
い
う
ゲ
ー
ム
や
玉
す
だ
れ
、
ち

ぎ
り
絵
な
ど
多
様
な
工
作
を
行
う
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
、
僅
か
に
動
く
手
で
完
成
度
の

高
い
も
の
を
作
っ
て
い
て
驚
い
た
。

　

昼
は
食
事
補
助
を
行
っ
た
。咀
嚼
も
飲

み
込
み
も
ゆ
っ
く
り
な
た
め
、
口
に
運
ぶ

量
な
ど
工
夫
し
て
行
っ
た
。患
者
さ
ん
が

笑
顔
で
食
べ
て
く
れ
嬉
し
か
っ
た
。

　

酸
素
呼
吸
器
は
人
に
よ
っ
て
装
着
し
て

い
な
い
人
も
い
た
が
、
彼
ら
は
私
た
ち
と

同
じ
よ
う
に
会
話
も
で
き
る
し
趣
味
も
楽

し
ん
で
い
る
。障
害
を
抱
え
て
い
て
も
、笑

っ
て
話
す
姿
に
心
を
打
た
れ
、
自
分
た
ち

が
い
か
に
普
通
に
生
活
を
送
れ
て
い
る
か

を
思
い
知
っ
た
二
日
間
だ
っ
た
。
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横
手
市
支
部
で
は
、
消
防
技
術
向
上
と
士

気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
七
月
一
日
か
ら

一
六
日
に
か
け
、
各
地
区
消
防
訓
練
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
内
八
つ
の
消
防
団
の
中
か
ら
勝
ち
抜

い
て
き
た
精
鋭
は
支
部
消
防
訓
練
大
会
に

出
場
し
来
る
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
向

け
、
日
ご
ろ
よ
り
培
っ
て
き
た
訓
練
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

各
地
区
消
防
訓
練
大
会
が

　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成29年 平成28年 同期比較
７月 累計 累計７月 年計 ７月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

昨
年
の
全
国
消
防
操
法
大
会
で
優
良
賞

に
輝
い
た
山
内
消
防
団
、
秋
田
県
代
表
選

考
会
で
初
出

場
な
が
ら
第

二
位
に
輝
い

た
山
内
女
性

消
防
隊
も
、

今
後
の
大
会

で
も
上
位
を

狙
う
べ
く
、

日
々
練
習
を

重
ね
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
の
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

で
は
規
律
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
支
部
消
防
訓
練
大
会
で
優
勝
し
た

分
団
が
出

場
権
を
獲

得
し
ま

す
。
横
手

市
支
部
は

大
会
で
規

律
訓
練
を

披
露
さ
せ

て
い
た
だ

く
予
定
で

す
の
で
、

ぜ
ひ
、
注

目
し
て
い

た
だ
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

〔
情
報
提
供
＝
横
手
市
支
部
〕

第54回
秋田県消防操法大会開催のお知らせ

　秋田県と秋田県消防協会は、消防団員の消防技術

の向上や士気の高揚、消防活動の充実強化を図るた

め、秋田県消防操法大会を開催します。

　多くの方々の観戦をお待ちしております。

　開催月日　平成29年9月2日(土)　午前9時から

　開催場所　由利本荘市岩城

　　　　　　「秋田県消防学校　放水訓練場」

　競技種目　ポンプ車操法、軽可搬ポンプ操法、

　　　　　　小型ポンプ操法(競技順)
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